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議  長  皆さん、こんにちは。 

 開会に先立ちお知らせをいたします。 

 本日の議会は、クールビズ期間中につき、上着、ネクタイの着用なしでよろしいで

すので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 また、執行部より議会全員協議会開催の申し出がありましたのでご報告をいたしま

す。 

本会議終了後、引き続き全員協議会を開催したいと思いますので、ご了承をお願い

いたします。 

なお、議席番号８番、東峰村の大蔵議員より欠席の連絡があっておりますのでご報

告いたします。 

 開  会  

 議  長 ただ今から、平成２９年第２回甘木・朝倉・三井環境施設組合議会定例会を開会し、

直ちに会議を開きます。 

なお、本日の出席議員は、１５人で会議は成立いたします。 

（１４時００分） 

 議  長  本日の議事日程につきましては、お手元に印刷配布のとおりであります。 

 日程第１  

 議  長  日程第１ 「会議録署名議員の指名」を、行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第６８条の規定によって、 

１３番 田中多門議員、１４番 山内剛議員を指名します。 

 日程第２  

 議  長  日程第２ 「会期の決定について」を、議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日８月２１日の１日間としたいと思います。 

 これに、ご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  ご異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日１日間と決定しました。 

 日程第３   

 議  長  日程第３ 「組合長のあいさつ及び提案理由の説明」を、求めます。 

組合長 

 組 合 長  皆様、こんにちは。 

組合長の田頭でございます。ごあいさつと提案理由の説明を申し上げます。 

 本日ここに、平成２９年第２回甘木・朝倉・三井環境施設組合議会定例会を招集し

ましたところ、議員の皆様方には公私ともご多忙の中、多数ご出席を賜りまして、誠

にありがとうございます。 

 また、朝倉市・東峰村の関係各位におかれましては、先の豪雨災害のご対応に、ご

多忙極まる中のご臨席と存じあげます。日々のご奮闘に対しまして敬意を表しますと

ともに、厚くお礼申し上げます。 

 当組合といたしましても、被災地の１日も早い復旧・復興をご祈念申し上げますと

ともに、「災害廃棄物」処理業務にあたりましては、引き続き尽力してまいりたい所

存でございます。 

 さて、本定例会にご提案申し上げます案件は、議案１件についてご審議をお願いす

る次第でございます。 

 それでは、ただ今からご提案申し上げます案件につきまして、提案理由のご説明を
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申し上げます。 

 議案第６号は、「平成２８年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決

算の認定について」でございます。 

 関係法令の規定により、監査委員の意見書を付けて、平成２８年度決算書を別冊の

とおり本会の認定に付するものであります。 

 それでは、歳入歳出決算の概要について、ご説明を申し上げます。 

 歳入総額２，０２２，１４２千円に対しまして、歳出総額１，８１８，３５７千円

でございまして、差引額の２０３，７８５千円を翌年度へ繰り越すものでございます。 

 歳入の主なものは、分担金及び負担金が１，６７４，８９９千円、使用料及び手数

料が２４，３８４千円、財産収入が２４，１６７千円であります。 

 歳出の主なものは、総務費が２４６，２６７千円、施設運営費が１，０４０，８７

６千円、公債費が５３０，７０４千円であります。 

 以上、提案理由についてご説明申し上げましたが、本組合の運営上重要な案件であ

りますので、慎重にご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説

明といたします。よろしくお願いいたします。 

 議  長  提案理由の説明が終わりました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 議案第６号「平成２８年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入

歳出決算の認定について」を、議題とします。 

 説明を求めます。 

施設課長 

 施設課長  それでは、私のほうからご説明させていただきます。座ったまま失礼させていただ

きます。 

 それでは、平成２９年第２回定例会の上程議案について、ご説明します。 

 議案書の１ページをご覧ください。 

 議案は、１件のみであります。 

 議案第６号「平成２８年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算の

認定について」であります。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見書を付けて、平成２８

年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算書を別冊のとおり、本会の

認定に付するものでございます。 

 本日付け提出、組合長名でございます。 

 決算の内容については後ほど行います。 

 議案書の２ページをご覧ください。 

 去る、７月１４日に実施されました決算監査を踏まえて作成されました、意見書を

添付しておりますので、ご確認をお願いいたします。 

 ８月４日には、藤野代表監査委員から、組合長に決算審査講評をいただいておりま

す。後ほど代表監査委員から決算監査報告をいただきます。 

 以上で、議案書の説明は終わります。 

 引き続き、決算の説明を行います。 

 平成２８年度の決算について、ご説明さしあげます。 

 別冊の「決算に係る主要施策の成果説明書」、こちらのほうをお手元にお願いいた

します。 

 １ページをご覧ください。 

 まず、総括表の１、歳入歳出決算額です。 

 歳入総額が２，０２２，１４２千円で、６，４９３千円の増額、歳出総額が１，８



3 

 

１８，３５７千円で、９９，８８５千円の増額となりまして、差引額は２０３，７８

５千円で、９３，３９２千円の減額となっております。 

 次に、総括表の２、歳入です。 

 主なものは、１番の分担金及び負担金が１，６７４，８９９千円で、３３，３９８

千円の減額となっておりますけれども、歳入全体の約８３％を占めております。 

 ５番の繰越金は２９７，１７７千円で、４９，５９３千円の増額でございました。 

 最後に、総括表の３、歳出です。  

 主なものは、２番の総務費が２４６，２６７千円で１３７，１９４千円の増額、３

番の施設運営費が１，０４０，８７６千円で７０，５９７千円の増額、４番の公債費

が５３０，７０４千円で、１０７，９０７千円の減額となっております。 

 ２ページ以降は、金額表記が円単位となっておりますけれども、説明は千円単位で

進めさせていただきますので、ご了承ください。 

 ２ページをお願いいたします。 

 歳入の内訳を説明いたします。１款１項１目分担金及び負担金は１，６７４，８９

９千円で、前年度比３３，３９８千円の減額です。 

 市町村からの負担金は１，６６８，６０７千円で、各市町村の内訳につきましては、

表のとおりでございます。 

 派遣職員人件費の６，２９２千円は、組合から筑前町に派遣している職員の人件費

であります。 

 次に、２款１項１目使用料及び手数料は２４，３８４千円で、前年度比１，６８０

千円の減額です。 

 個人の直接搬入に伴う手数料で、金額は減少となっておりますけれども、持込み件

数合計は３５，９２１件と、前年度比約１．７％の増となっております。 

 市町村ごとの件数、構成比、手数料額の内訳等につきましては、表のとおりでござ

いますのでご確認ください。 

 次に、３款財産収入は２４，１６６千円で、前年度比７，９８５千円の減額です。 

 財産売払収入は２４，０９０千円で、前年度比７，９８５千円の減額です。 

 アルミやスチールなどの資源化物の売払収入になりますけれども、アルミの単価下

落がございまして、これにより減となったものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ５款１項１目繰越金は２９７，１７６千円で、前年度比４９，５９２千円の増額で

す。 

 ７款諸収入は１，５１４千円で、前年度比３６千円の減額です。金利の低下により

ます、預金利子の減によるものでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出の内訳のご説明をいたします。 

 １款１項１目議会費は５０９千円で、前年と同額です。 

 議会の開催状況は、定例会２回、全員協議会を１回開催いたしております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 次に、総務費でございます。 

 ２款１項１目一般管理費は１０６，１１１千円で、前年度比２，８２３千円の減額

です。 

 減額となりました主な原因は、職員１名、これは課長級でございますけれども、こ

れの定年退職に伴う給与・諸手当等の減額分、それから、新規職員採用、これは主事

級でございますけれども、これの増額分、その差額相当分が減額になったものでござ

います。 
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 ６ページをお願いします。 

 ２款１項２目財政調整基金費は７６千円で、前年度とほぼ同額です。 

短期国債の金利低下により定期預金で運用いたしております。 

２款１項３目施設改修基金費は１４０，０００千円で、平成２８年度補正予算で新

規計上、基金積立したものでございます。施設の老朽化で、今後、大規模な設備・機

器の改修・更新を実施していくにあたり、施設改修基金が設立されたところでござい

ます。 

 ２款２項１目監査委員費は７９千円で、前年度比１６千円の増額でございました。 

 ７ページをお願いいたします。 

 施設運営費でございます。 

 運営経費削減に尽力し、適切な施設運行に努めてまいっておりますけれども、施設

建設から１４年以上が経過いたしまして、施設、設備ともに老朽化に伴う支出額の増

が顕在化してまいりました。 

 ３款１項１目ごみ処理運営費は８９０，３４７千円で、前年度比６０，２５８千円

の増額です。 

 ごみ処理棟の施設設備の老朽化で、機器等の故障等が発生して、機器等の故障発生

数等が増加しておりまして、修繕件数、それから費用が増加したことが、主な増額の

要因となっております。 

 ただし、操業には支障ありませんで、通常どおりの効率的な運転ができております。 

 主な支出項目については、資料をご参照ください。 

 なお、排ガス等につきましては、年４回の調査を行っておりまして、国の基準等を

十分に満たすことができ、適切な施設運営ができたところであります。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ３款１項２目リサイクルプラザ運営費は１３８，２０２千円で、前年度比９，５２

９千円の増額です。 

 先のごみ処理棟の事情と同様に、リサイクル棟におきましても老朽化による機器等

の故障等がございまして、修繕費用等が増額したことが主な増額要因です。 

 なお、こちらのほうも安定操業のほうには支障はなく、効率的な運転ができており

ます。 

 次に、３款１項３目リサイクル工房運営費は６，１９４千円で、前年度比９０千円

の減額です。 

 展示会を４回開催し、展示品数は毎回３００点以上、来場者は毎回１，４００人以

上、多にときでは１，６００人以上の来場者があっております。 

 次に、３款１項４目カゴ・コンテナ洗浄施設運営費は６，１３２千円で、前年度比

８９９千円の増額です。増額要因は掲載のとおりでございますご参照ください。 

資源化物の回収後、カゴ・コンテナの線上を計画的に行うことができております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 公債費でございます。 

 ４款１項１目、公債費の元金が５２２，４５０千円、４款１項２目、公債費の利子

分が８，２５４千円です。 

 償還完了年度が近まりました関係で、償還の年次計画に基づく支払金額の推移によ

り、平成２８年度の公債費の総額は、昨年度から相当額の減額となってまいってきて

おります。 

 最後に、予備費でございます。 

 ５款１項１目予備費ですけれども、計１件、２千円の予備費充用が生じております。 

 当初予算の算定額に不足がございました、２款１項２目の財政調整基金費への充用
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でございました。 

 決算概要の説明につきましては、以上でございます。 

 続きまして、別冊の一般会計歳入歳出決算書をお手元のほうにお願いいたします。 

 決算書では、前年度比で大幅な増減がある箇所、及び特徴的な箇所について、ご説

明させていただくことといたします。 

 なお、金額につきましては、千円単位で申し上げさせていただきます。 

 では、歳出について、ご説明いたします。 

 まず、９ページから１４ページにかけてになりますけれども、２款総務費でござい

ます。 

 ９ページ、１０ページをご覧ください。中段あたりをご覧ください。 

 ２款１項１目一般管理費は１０６，１１１千円で、前年度比２，８２３千円の減額

となっております。 

 主な増額要因は、２節給与、３節職員手当、４節共済費で、合わせて４，５８０千

円の減額でございます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。一番下のところをご覧ください。 

 一般管理費の１９節負担金補助金及び交付金は８，６９５千円で、前年度比５，５

０２千円の増額でございました。 

 １３ページ、１４ページをお願いいたします。上段中ほどあたりをご覧ください。 

 ２款１項３目施設改修基金費は、支出総額１４０，０００千円で、同額での増額で

ございます。 

 施設改修基金費は、平成２８年度補正予算で計上した、新規の支出科目でございま

す。 

 サン・ポートは操業開始から１４年が経過いたしましたので、施設の老朽化に伴い、

今後、施設の改修・更新等費用が増高することに備えまして、基金積立を行ったとこ

ろでございます。 

 次に、１３ページから１８ページにかけて、３款施設運営費でございます。 

 １３ページ、１４ページ、下段、上のほうをご覧ください。 

 まず、１款１項１目ごみ処理運営費は、予算現額が計１，０４０，９２２千円に対

しまして、支出済額が８９０，３４７千円で、１５０，５７４千円の不用額がござい

ました。 

 まず、１１節需用費は、予算現額５８６，１４７千円に対しまして、支出済額が５

１８，５８３千円で、６７，５６３千円の不用額がございました。 

 主たるものは、備考欄の上から４番目修繕費で、予算現額４９１，５５１千円に対

しまして、支出済額が４４５，５１０千円で、４６，０４０千円の不用額がございま

した。 

 修繕費は、施設整備の老朽化が進んでおりますので、故障の発生件数、規模等、想

定外の支出を想定しておりまして、予算取りを行っておりましたところでございます

けれども、実際には不用となった項目が多かったことによります。 

 なお、１１節需用費の支出額５１８，５８３千円は、対前年比５８，７５６千円の

増でございました。 

 うち、修繕費が、支出総額４４５，５１０千円で、対前年比６０，９１６千円の増

となりましたが、平成２８年度は老朽化による機器・設備の想定外の故障等が多発い

たしましたので、合計１６件、総額７２，３７０千円の支出がございましたことによ

ります。 

 １５ページ、１６ページをお願いいたします。上段の中ほどになります。 

 １６節原材料費は、予算現額１７４，３８７千円に対しまして、支出済額が１１８，
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３１９千円で、５６，０６７千円の不用額がございました。 

 主な要因は、備考欄の一番上のコークスでございますけれども、こちらのほうが市

場価格の動向で、単価が予算想定より安く入手できたことで、支出削減ができたこと

によります。３５，３１３千円の不用額がございました。 

 １５ページ、１６ページ、下段、中ほどをご覧ください。 

 次に、３款１項２目リサイクルプラザ運営費は、予算現額１６１，９３５千円に対

しまして、支出済額１３８，２０２千円で、２３，７３２千円の不用額がございまし

た。 

 まず、１１節需用費は、予算現額６４，８１０千円に対しまして、支出済額が５８，

４３２千円で、６，３７７千円の不用額がございました。 

 主な要因は、備考欄の一番目の修繕費で、うち、予算計上しておりました、リサイ

クルプラザ点検整備業務につきまして、予算現額６１，７０４千円に対して、支出済

額が入札減によりまして、５５，５１２千円となりましたことにより、５，５６２千

円の不用額が生じたものでございます。 

 なお、需用費の支出総額５８，４３２千円は、前年度比９，８７６千円の増額でご

ざいます。 

 主な増額要因は、修繕費５５，５１２千円が対前年度比で８，５７０千円の増でご

ざいます。破砕物コンベア補修につきまして、２４，７３２千円の支出があったこと

が、これの要因でございます。 

 次に、１３節委託料は、予算現額８１，８９２千円に対しまして、支出済額が７４，

２１３千円で、７，６７８千円の不用額がございました。 

 主な要因は、備考欄の１番目の運転管理業務委託料で、予算現額６５，８７０千円

に対しまして、これも入札減によりまして、支出済額が６０，２６４千円となったこ

とにより、５，６０６千円の不用額が生じたものでございます。 

 １７ページ、１８ページ、上段、上のほうをご覧ください。 

 １６節原材料費は、予算現額１５，０６５千円に対しまして、支出済額が５，４０

６千円で、不用額が９，６５８千円でございました。 

 予備品の購入件数が当初予算算定時の想定より、かなり少なく済みましたことで、

支出の節減がされたところでございます。 

 なお、不用額の９，６５８千円は、予算額の約６４％に相当する額でございます。 

このことにつきましては、施設・設備の老朽化が進んでおりますことから、当初予

算では耐用年数等から故障の発生が想定される機器等について、危機管理策としまし

て、予備品を計上するものが多くございますけれども、実際的には、当該機器等の運

用状況が良好でありまして、支出を翌年まで控えることが可能な項目もございまし

て、このようなものを当該年度の支出を見送ったことが原因でございます。 

 以上のような予算計上の傾向から、平成２８年度は、１，０００千円以上の案件が

数件、その他ございまして、次年度以降に支出を見送った項目がございましたことか

ら、不用額が多く生じたところでございます。 

 次に、１９ページから２０ページをご覧ください。 

 ４款公債費でございます。 

 ４款公債費は、１項１目元金、１項２目利子分を含めまして、５３０，７０４千円

で、対前年比１０７，９０６千円の減額となっております。 

 償還年次計画に基づく支払額の推移により、償還完了年度が近まりました関係で、

平成２８年度以降、公債費の総額は減額となってまいります。 

 なお、償還期間は、施設建設分、これが２９年度まで、法面災害復旧工事分、これ

が平成３３年度までとなっております。 
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 以上で、歳出の説明を終わります。 

 歳入の説明につきましては、先ほどの主要施策の成果説明書の説明とほとんど重複

いたしますので、省略させていただきます。 

 なお、２１ページ以降、２１ページをご覧ください。 

 実質収支に関する調書について、簡単に触れさせていただきます。 

 ２１ページ、実質収支に関する調書でございますけれども、５項の実質収支額は２

０３，７８５千円で、翌年度へ繰り越すものでございます。 

 なお、平成２９年度予算では、繰越金として１２０，０００千円を計上しておりま

して、今回の決算では、残る８３，７８０千円が補正予算財源となったような状況で

ございます。 

 つきましては、その一部は施設改修基金へ積み立てることを含めて検討させていた

だきたいと考えております。 

今後は、施設改修等に要します予算の増高が見込まれますことから、将来の負担の

平準化、これを図ります方向性で予算運用を検討させていただきたい考えでございま

す。追って、補正予算なり、平成３０年度の予算編成の際にご協議いただきたいと思

います。 

 次に、２２ページ以降に財産に関する調書を付けております。 

 土地、建物等において、本年度中の増減はございませんでした。 

 ２４ページをご覧ください。 

 最後に４．で基金の状況を付けております。 

 まず、従来からございます財政調整基金の決算年度中の増高額は７６千円の増で、

決算年度末の現在高が３０３，５３３千円となっております。 

 また、平成２８年度から新たに設立した施設改修基金の決算年度中の増減高は１４

０，０００千円の新規積立で、決算年度末現在高も同額となっております。 

 以上で、決算書の説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりましたので、ここで監査報告をお願いします。 

 藤野代表監査委員の入室をお願いいたします。 

 （藤野代表監査委員入室） 

藤野代表監査

委員 

 それでは、監査委員を代表いたしまして、決算監査報告をいたします。 

 去る７月１４日、山内監査委員とともに、地方自治法第２３３条第２項の規定に基

づき、平成２８年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算について、

慎重に審査いたしました結果、適切な執行がなされており、帳簿及び調書類は的確に

整備され、正確順当であることを認めましたので、別紙決算審査意見書を添えてご報

告いたします。 

 以上、監査報告を終わります。 

 議  長  ありがとうございました。 

 監査報告が終わりましたので、藤野代表監査委員の退室をお願いいたします。 

 （藤野代表監査委員退室） 

 議  長  これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論がないようです。 

 議案第６号「平成２８年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳入歳出決算の
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認定について」を、採決します。 

 議案第６号は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、議案第６号「平成２８年度甘木・朝倉・三井環境施設組合一般会計歳

入歳出決算の認定について」は、原案のとおり可決されました。 

 閉  会  

 議  長  以上で、本日の日程は、全部終了しました。 

 平成２９年第２回甘木・朝倉・三井環境施設組合議会定例会を閉会いたします。 

（１４時３２分） 

 上記会議の経過を記載し、その相違ないことを 

証するために署名する。 

 

 

 

議  長 

 

 

 

議  員 

 

 

 

議  員 

 

 

 

 

 


